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お客さま本位の業務運営に関する取組方針
顧客本位の業務運営

に関する原則
対応ページ

１．「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」の策定・公表 原則１ P２

２．お客さまの生活を生涯にわたってサポートしていくことを第一に考えた取り組み 原則２ P３ – P６

３．利益相反を適切に管理する取り組み 原則３ P７

４．手数料等に係る情報提供の取り組み 原則４ P８

５．お客さまの立場に立ったわかりやすい情報提供の取り組み 原則５ P９

６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み 原則６ P10 – 16

７．職員への定着と実践に向けた取り組み 原則７ P17 – 18

○九州労働金庫は、これまで取り組んできた勤労者本位の事業運営の精神・活動をふまえ、変化する時代
の要請に応えるべく、「ろうきんの理念」や金融庁の「顧客本位の業務運営に関する原則」 のもと、「お客さま
本位の業務運営に関する取組方針」（以下：取組方針）を策定・公表しております。

○策定した取組方針に対する2022年度の取組状況、及び、成果指標（KPI）につきまして本報告書にて報告
いたします。

１．「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」の策定・公表
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〇当金庫は「ろうきんの理念」のもと、役職員一人ひとりが法令・ルールの遵守や社会的規範を尊重して業務
を行っています。また、預かり資産販売業務に係る研修において、お客さまのニーズやライフプランに即した
金融商品・サービスの提案を行うように指導しています。

〇当金庫は教育研修方針を策定し、職業倫理や職員の預かり資産販売業務に関する専門性を高めるため、
研修の実施や資格取得の奨励を行っています。

〇投資信託を保有されているお客さまについて、2023年３月末時点での運用損益（購入時以降の累積された
運用損益）を示しています。運用損益がプラスとなっているお客さまの割合は73.5％となり、前年度（2022年３
月末時点）83.2％と比較して、9.7ポイント減少しています。
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２．お客さまの生活を生涯にわたってサポートしていくことを第一に考えた取り組み
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○定時定額での投資信託の買付金額、そのうちNISA制度を利用した定時定額での買付金額を示しています。
当金庫では、お客さまの生活を生涯にわたってサポートしていくことや長期的な資産形成を促すことを目的に、
「時間分散」「長期保有」「少額投資」によるリスク分散が可能な定時定額買付での投資信託購入の提案を
行っています。

○前年度（2021年４月～2022年３月）と比較して、年間の定時定額買付金額は、77.4％増加しています。また、
NISA制度を利用した年間の定時定額買付金額割合は、前年度86.3％から86.7％へ増加しています。
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２．お客さまの生活を生涯にわたってサポートしていくことを第一に考えた取り組み
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○iDeCo（個人型確定拠出年金）におけるご契約者さまの年代別人数、平均拠出額を示しています。当金庫
では、セカンドライフに向けた資産形成の一つであるiDeCoの提案を行っています。iDeCoは、非課税・節税効
果が高い私的年金制度として好評で、前年度よりご契約者さま数は2,023名増加しました。2023年３月末時点
で、ご契約者さま数は29,200名、ご契約者さまの平均年齢は46.76歳となりました。
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２．お客さまの生活を生涯にわたってサポートしていくことを第一に考えた取り組み

「60歳以上」の方には既に拠出を終えている方も含まれており、平均拠出額は原則該当月に60歳をむかえる方を対象とします。
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○年度ごとの個人向け国債、及び、投資信託の年間販売実績、残高を示しています。営業部店において、お
客さま一人ひとりの資産状況、ライフプラン、ニーズ、リスク許容度等を考慮した提案・アドバイスを実施したこ
と等により、個人向け国債、及び、投資信託の販売額・残高、ともに増加しています。
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２．お客さまの生活を生涯にわたってサポートしていくことを第一に考えた取り組み
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○当金庫は、お客さまの利益が不当に害されることがないよう、ホームページに公開しています「利益相反管
理方針」に基づき、利益相反について統括する部署（総務部コンプライアンス課）を設置し、一元的に対応す
る体制を整備する等、お客さまの保護と正当な利益確保に努めるため、適切な管理を行っています。

○中長期的な資産形成をサポートすることやお客さまにわかりやすい商品を選定する観点から、投資信託を
ラインナップに加える際は、類似する複数の投資信託の運用方針や運用体制、リスク、リターン、ご負担いた
だく手数料等を比較検討し、選定しています。また、ラインナップに加えた後も、運用力や信頼性、運用実績
等について外部機関による客観的な評価も加えたモニタリングを定期的に行い、適宜、見直しています。

○商品提供会社から販売会社（当金庫）へ支払われる手数料に関係なく、お客さまの中長期的資産形成に
資する金融商品を選定し、お客さまにふさわしい商品を提案しています。
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３．利益相反を適切に管理する取り組み

投資対象
地域

投資対象
資産

商品数
購入時手数料

なし（ノーロード）
ＥＳＧ
商品（構成比）

国内

債券 1 1.56% 1 0

株式 10 15.63% 3 4

バランス 1 1.56% 0 0

ＲＥＩＴ 2 3.13% 1 0

海外

債券 4 6.25% 3 0

株式 7 10.94% 5 0

バランス 1 1.56% 0 0

ＲＥＩＴ 5 7.81% 2 0

内外

債券 5 7.81% 0 0

株式 7 10.94% 1 1

バランス 21 32.81% 6 1

合計 64商品 100.00% 22商品 6商品

投資信託 ファンドラインナップ

カテゴリ 商品数
（構成比※）

円建 一時払い 終身認知症年金 1 100.00%

合計 1 100.00%

生命保険 ラインナップ

※ 当金庫では、外貨建ての保険の取り扱いはございません。



○当金庫は、お客さまにご負担いただく手数料等について、ホームページやパンフレット等において商品・
サービスごとにわかりやすい表示を行っています。また、職員による説明を行う際にも、お客さまにご理解い
ただけるように努めています。

○投資信託に係る手数料については、商品間での比較が容易にできるよう、ホームページ掲載のファンド一
覧に表示しています。また、お客さまにご負担いただく手数料がどのようなサービスの対価に関するものかを、
わかりやすく丁寧に説明を行うように努めています。
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投資信託取扱ファンド一覧のパンフレット

４．手数料等に係る情報提供の取り組み

ホームページ上における投資信託取扱ファンド一覧



○投資信託のお取引に関する重要な情報（基本的な利益、損失その他のリスク、取引条件等）については、
重要情報シート・交付目論見書等の各種資料やホームページ等を通じて、わかりやすく情報提供を行ってい
ます。

○お客さまに情報提供する際は、商品・サービスをご理解いただけるよう、お客さまの金融知識、経験、商品
の複雑さ、情報の重要性を考慮した応対を心がけています。また、より重要な情報については、強調して説明
する等、お客さまにご理解いただけるよう努めています。

○投資信託やNISA制度を容易にご理解いただけるよう「投資信託ガイドブック」、「NISAガイドブック」を改訂し
ました。また、NISA制度について分かりやすく説明したパンフレット「九州ろうきんではじめるつみたてNISA」、
営業店窓口の説明用資料「積立投資をはじめませんか？」を新たに作成しました。

○現在、取り扱っている投資信託において、パッケージ商品に該当する「ファンドオブファンズ形式」の商品が
ございますが、個別のファンドごとの購入には対応していません。
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５．お客さまの立場に立ったわかりやすい情報提供の取り組み



○当金庫は、お客さまの意向を確認したうえで、目標資産額や安全資産（預金・国債等）と投資性資産（投資
信託等）の適切なバランスを検討し、中長期的な資産形成を構築するための商品販売・推奨を行っています。

○具体的な提案を行う場合は、当金庫で取り扱っている預金・投資信託・保険等の金融商品の中から、類似
商品・サービスや代替商品の手数料、商品性を比較しながら、提案しています。

○金融商品の販売・推奨を行う際は、お客さまの属性が金融商品の組成会社（投資信託：ファンド会社、保
険：保険会社）が販売を想定している内容と一致するか確認しています。また、複数の金融商品等をパッケー
ジ化して提案・販売する際は、お客さまに適正なものか検討し、提案・販売しています。

○複雑、または、リスクの高い金融商品を販売・推奨する場合や、高齢者等の金融取引被害を受けやすい顧
客層に対する商品の販売・推奨等を行う場合は、商品性や顧客属性に応じて、販売・推奨することが適切か
慎重に判断しています。

○当金庫は、お客さまへの適正な金融商品の勧誘を行うための「金融商品に関する勧誘方針」、共済・保険
商品の適正な募集をするための「共済募集指針」「保険募集指針」等を定めたうえで、ホームページに掲載し、
公表しています。
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６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み



○時代とともに変化するお客さまのニーズにお応えするため、2022年度はお客さまが理解しやすく、ご負担い
ただく手数料等のコストが低い投資信託を中心に、新たに５ファンドを追加しました。
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ファンド名
つみたて
NISA対象

カテゴリー
決算
頻度

販売区分

窓口 ネット

1
三菱UFJ/マッコリ―グローバル・インフラ債券ファンド
＜為替ヘッジなし＞（毎月決済型）

国内海外
債券

年12回 ○ ○

2 ジパング企業債ファンド
国内海外

債券
年2回 ○ ○

3
モルガン・スタンレーグローバル・プレミアム株式オープン
＜為替ヘッジなし＞

国内海外
株式

年1回 ○ ○

4 投資のソムリエ
国内海外
バランス型

年2回 ○ ○

5
クリーンテック株式＆グリーンボンド・ファンド
（資産成長型）

国内海外
バランス型

年2回 ○ ○

取り扱いを開始した投資信託ラインナップ

６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み



○お客さまの金融リテラシー向上のため、営業部店で作成した資料や全国労働金庫協会作成の小冊子「マ
ネートラブルにかつ！」等を活用した「金融教育セミナー」や、ライフプランニング、投資信託に関する情報提
供を目的とした「ライフプランセミナー」を開催しました。

○投資信託を保有されているお客さまに対して、安心してお取引いただくために、当金庫の「投信サポートセ
ンター」が定期的に運用状況の確認や、市況環境の変化に関する情報提供といったアフターフォローを行っ
ています。
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開催回数（延べ） 参加人数（延べ）

金融教育セミナー 457回 10,293人

ライフプランセミナー 552回 13,878人

回数（延べ） 人数

アフターフォロー実績 3,319回 1,523人

６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み

（ 2022年４月～2023年３月 ）

（ 2022年４月～2023年３月 ）



○2022年４月～2023年３月における窓口販売・インターネットバンキング投資信託、及び、定時定額買付投資
信託の販売上位10銘柄を示しています。
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順位 商品名
つみたて
NISA対象

カテゴリー 決算頻度
販売区分 （参考）

2021年度
順位窓口 ネット

1 たわらノーロード日経225 ○ 国内株式 年1回 ○※ 1

2 たわらノーロード先進国株式 ○ 海外株式 年1回 ○※ 4

3
ダイワ・US—REIT・オープン（毎月
決算型）Bコース（為替ヘッジなし）

海外REIT 年12回 ○ ○ 2

4 のむラップ・ファンド（積極型）
内外

バランス型
年1回 ○ ○ 34

5 のむラップ・ファンド（普通型）
内外

バランス型
年1回 ○ ○ 28

6 eMAXIS NYダウインデックス ○ 海外株式 年1回 ○※ 14

7
財産3分法ファンド
（不動産・債券・株式）毎月分配型

内外
バランス型

年12回 ○ ○ 3

8
グローバル・ヘルスケア
＆バイオ・ファンド

内外株式 年2回 ○ ○ 5

9
インデックスファンドNASDAQ100
（アメリカ株式）

海外株式 年1回 ○ ○ 13

10
世界の財産3分法ファンド
（不動産・債券・株式）毎月分配型

内外
バランス型

年12回 ○ ○ 6

順位 商品名
つみたて
NISA対象

カテゴリー 決算頻度
販売区分 （参考）

2021年度
順位窓口 ネット

1 たわらノーロード先進国株式 ○ 海外株式 年1回 ○※ 1

2 つみたて8資産均等バランス ○
内外

バランス型
年1回 ○※ 3

3 たわらノーロード日経225 ○ 国内株式 年1回 ○※ 2

4 eMAXIS NYダウインデックス ○ 海外株式 年1回 ○※ 4

5 たわらノーロード全世界株式 ○ 内外株式 年1回 ○※ 14

6
eMAXIS 最適化バランス
（マイミッドフィルダー）

○
内外

バランス型
年1回 ○※ 5

7
eMAXIS 最適化バランス
（マイストライカー）

○
内外

バランス型
年1回 ○※ 6

8
eMAXIS 最適化バランス
（マイフォワード）

○
内外

バランス型
年1回 ○※ 9

9 iFree 新興国株式インデックス ○ 海外株式 年1回 ○※ 7

10
野村インデックスファンド・
外国株式・為替ヘッジ型

○ 海外株式 年1回 ○※ 8

窓口販売・インターネットバンキングにおける投資信託販売上位10銘柄 定時定額買付における投資信託販売上位10銘柄

※つみたてNISA対象ファンドは、「つみたてNISA」での定時定額契約（新規・変更・廃止）・解約の場合のみ窓口でも取り扱っています。

６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み



順位 商 品 名 コスト リスク リターン

1 財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 1.49 9.16 3.25

2 ダイワ・US-REIT・オープン（毎月決算型）Bコース（為替ヘッジなし） 2.22 18.52 11.13

3 世界の財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 1.38 10.14 5.23

4 たわらノーロード 先進国株式 0.11 17.99 13.54

5 インデックスファンド225 1.01 17.06 7.03

6 グローバル・ヘルスケア&バイオ・ファンド 2.97 16.30 10.59

7 たわらノーロード 日経225 0.19 17.07 7.40

8 グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.60 4.75 1.60

9 世界三資産バランスファンド（毎月分配型） 1.54 7.14 4.86

10 のむラップ・ファンド（積極型） 1.74 13.28 8.06

11 のむラップ・ファンド（普通型） 1.57 9.46 5.40

12 ファイン・ブレンド（毎月分配型） 1.91 4.78 2.16

13 つみたて8資産均等バランス 0.24 10.59 5.32

14 東京海上・円資産バランスファンド（年1回決算型） 1.14 3.76 ▲ 0.89

15 eMAXIS NYダウインデックス 0.66 18.21 12.71

16 グローバル・ハイクオリティ・成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 2.53 20.40 10.03

17 ダイワ好配当日本株投信 2.04 15.36 3.82

18 eMAXIS 最適化バランス（マイミッドフィルダー） 0.55 9.85 5.16

19 インデックスファンド Ｊリート 1.05 15.01 4.42

20 損保ジャパン・グリーン・オープン 2.31 16.04 4.14

14

○設定後５年以上経過している投資信託預り残高上位20銘柄（2023年３月末現在）のコスト、及び、リスクに
対するリターンを示しています。

残高加重
平均値

コスト リターン

1.42 6.45 

残高加重
平均値

リスク リターン

12.61 6.45 

６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み

2023年３月末 投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターンとリスク・リターン（共通KPI）



順位 商 品 名 コスト リスク リターン

1 財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 1.49 8.69 4.26 

2 世界の財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 1.38 9.44 6.67 

3 ダイワ・US-REIT・オープン（毎月決算型）Bコース（為替ヘッジなし） 2.22 16.80 12.36 

4 インデックスファンド225 1.01 16.44 9.51 

5 グローバル・ヘルスケア&バイオ・ファンド 2.97 15.96 10.14 

6 たわらノーロード 先進国株式 0.11 17.04 15.31 

7 グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.60 4.12 2.16 

8 世界三資産バランスファンド（毎月分配型） 1.54 6.53 5.31 

9 たわらノーロード日経225 0.19 16.45 9.86 

10 東京海上・円資産バランスファンド（年1回決算型） 1.14 3.60 0.21 

11 ファイン・ブレンド（毎月分配型） 1.91 4.37 2.54 

12 グローバル・ハイクオリティ・成長株式ファンド（為替ヘッジなし） 2.53 17.94 17.26 

13 ダイワ好配当日本株投信（季節点描） 2.04 15.51 5.19 

14 インデックスファンドＪリート 1.05 14.88 5.82 

15 損保ジャパン・グリーン・オープン 2.31 16.20 4.83 

16 高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型 1.26 2.99 ▲0.06 

17 eMAXIS 最適化バランス（マイミッドフィルダー） 0.55 9.32 6.58 

18 eMAXIS NYダウインデックス 0.66 17.02 14.53 

19 eMAXIS 最適化バランス（マイストライカー） 0.55 14.61 9.51 

20 ニッセイ健康応援ファンド 2.05 16.58 6.79 
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○設定後５年以上経過している投資信託預り残高上位20銘柄（2022年３月末現在）のコスト、及び、リスクに
対するリターンを示しています。

残高加重
平均値

コスト リターン

1.50 6.88 

残高加重
平均値

リスク リターン

11.22 6.88 

６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み

2022年３月末 投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターンとリスク・リターン（共通KPI）
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○設定後５年以上経過している投資信託預り残高上位20銘柄（2021年３月末現在）のコスト、及び、リスクに
対するリターンを示しています。

残高加重
平均値

コスト リターン

1.44 6.25

残高加重
平均値

リスク リターン

10.08 6.25

順位 商 品 名 コスト リスク リターン

1 財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型（財産３分法） 1.49 8.66 5.95 

2 インデックスファンド225 1.01 16.58 13.25 

3 世界の財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 1.38 9.39 5.24 

4 グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型） 1.60 4.86 0.97 

5 世界三資産バランスファンド（毎月分配型） 1.54 6.96 3.30 

6 グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド 2.97 15.93 8.55 

7 たわらノーロード 日経225 0.19 16.59 13.60 

8 ダイワ・ＵＳ－ＲＥＩＴ・オープン（毎月決算型）Ｂコース（為替ヘッジなし） 2.22 16.06 5.50 

9 東京海上・円資産バランスファンド（年１回決算型） 1.14 3.46 0.59 

10 ダイワ好配当日本株投信（季節点描） 2.04 16.13 6.13 

11 ファイン・ブレンド（毎月分配型） 1.91 4.14 1.93 

12 インデックスファンドＪリート 1.05 14.17 4.57 

13 高格付債券ファンド（為替ヘッジ70）毎月分配型 1.26 2.73 0.55 

14 たわらノーロード 先進国株式 0.11 17.16 13.20 

15 損保ジャパン・グリーン・オープン 2.31 17.45 8.27 

16 たわらノーロード国内リート 0.28 14.30 4.83 

17 トレンド・アロケーション・オープン 1.51 7.25 ▲1.33 

18 ｅＭＡＸＩＳ最適化バランス（マイストライカー） 0.55 14.86 10.30 

19 ニッセイ／パトナム・グローバルバランスオープン（標準型） 1.87 8.71 4.78 

20 ｅＭＡＸＩＳ最適化バランス（マイミッドフィルダー） 0.55 9.37 6.16 

６．お客さま一人ひとりに合った最適なサービス提供の取り組み

2021年３月末 投資信託預り残高上位20銘柄のコスト・リターンとリスク・リターン（共通KPI）



○営業責任者・内部管理責任者を対象とした研修や、証券外務員資格保有者全員を対象とした職場内研修
において、「顧客本位の業務運営」に対する職員への意識醸成を図りました。

○職員の商品提案力、及び、保有知識の向上をめざし、 「資産形成アドバイザー研修」 「FA育成研修」「投資
信託研修」「預かり資産販売ロールプレイング大会」を実施しました。

○「ろうきんの理念の追求」「労働金庫の社会的責任及び公共的使命を自覚した行動」「誠実かつ公正な業
務の遂行」の徹底に向けて、若年層を中心とした階層別研修で、ろうきんの理念や役職員倫理綱領をテーマ
とした研修を実施しました。

研修名 主な研修内容 回数
受講者数
（延べ）

資産形成アドバイザー研修
（基礎編）

資産運用の必要性・投資信託の基礎知識 1回 99名

資産形成アドバイザー研修
（チーム編）

投資信託のしくみ・販売の留意点 4回 56名

FA育成研修 FP1級検定試験対策講座 2回 32名

支店長マネジメント研修 金融商品販売における支店長の役割 1回 38名

投資信託研修
長期分散積立投資の有効性・金融市場の現
状と当面の見通し

11回 153名
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７．職員への定着と実践に向けた取り組み

研修名 回数
受講者数
（延べ）

入庫前研修 1回 39名

入庫1年目職員研修 2回 16名

入庫2年目職員研修 1回 50名

お客さま本位の業務運営に資する研修 「ろうきんの理念」等に資する研修

（ 2022年４月～2023年３月 ）

（ 2022年４月～2023年３月 ）



○当金庫の人事評価制度においては、業績評価の目標項目に「お客さま本位の営業活動の実践」を取り入
れ、具体的達成基準を例示する等して、職員にお客さま本位の営業活動の実践を促しています。

○お客さま本位の営業活動の実践に向けて、預かり資産販売や金融業務におけるその他の資格取得の奨
励を行っています。特に、コンサルティング力の向上に資するFP（ファイナンシャル・プランニング）の資格取
得を奨励するとともに、庫内報にFPに関する記事を掲載する等、FP資格取得の推奨や意識の醸成に取り組
んでいます。

資格名 取得者数 保有割合

ファイナンシャル・プランニング技能士１級 30名 2.43%

ファイナンシャル・プランニング技能士２級 468名 37.98%

ファイナンシャル・プランニング技能士３級 608名 49.35%
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７．職員への定着と実践に向けた取り組み

ファイナンシャル・プランニング 資格保有割合一覧 （2023年３月末現在）

※ 正職員、契約職員、再雇用嘱託職員合計1,232名における割合

以 上


